
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

タブレット用伸縮アームスタンド（置き型・高さ調節タイプ）（PDA-STN59BK）組立説明書

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

完成図

Ver.1.0

組立て部品

アームにタブレットスタンドを取付けます。3

※伸縮アームに取付けられているボルトと
　スペーサーを取外します。

使用ボルト ベースに伸縮アームを取付けます。ボルトとスペーサーを取外し
ます。1 2

使用ボルト

③伸縮
　アーム

④スペーサー

⑤ボルト

⑥六角レンチ

【②ベース底面】

六角レンチは
ベースの底面に
収納されています。

耐荷重　1kg

伸縮アームとベースを
スペーサー・ボルトで取付けます。

⑤ボルト〔M6×40〕

③伸縮
　アーム

②ベース

④スペーサー
⑤ボルト

⑥六角レンチ

【②ベース底面】

六角レンチでボルトを回して締めます。

⑤ボルト

スペーサーと
ベースの
△マークを
合わせます。

正面

④スペーサー

⑴タブレットスタンド固定ツマミを外します。 ⑶タブレットスタンドをカチッと音が鳴るまではめ込みます。

③伸縮アーム
×1本

150

144

160

120

300～458

150

②ベース×1個

④スペーサー×1枚
（伸縮アームに
取付けられています）

⑥六角レンチ（4mm）×1本
  （ベースの底面に収納）

（伸縮アームに取付けられています）
⑤ボルト×1本〔M6×40〕

①タブレットスタンド
×1個

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（PDA-STN59BK）と
　上記の部品番号（①～⑥）と部品名（伸縮アームなど）をお知らせ
　ください。

⑷固定ツマミを締め付けます。⑵伸縮アームのボールジョイントに固定ツマミを
　差し込みます。

緩める

締める

①タブレットスタンド

※ボールジョイントに
　押し込みます。

ボールジョイント
固定ツマミ

③伸縮アーム

固定ツマミ
固定ツマミ

2

1

カチッ
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ケーブルホルダーの使用方法

各部の調節方法

以上の点に注意して取扱ってください。

CB/BA/KTDaC h t t p s：/ /www . s a nwa . c o . j p /

最新の情報はWEBサイトで
https://www.sanwa.co.jp/

本製品の
詳細情報
はこちら！

弊社サポート
ページはこちら！

使用上の注意

●角度や高さの調節は必ず機器を取外した状態で行ってください。
●タブレットは落下しないように載せてください。
●耐荷重を超える物は載せないでください。
●可動部に指などを挟まないように注意してください。
●必ず屋内の平坦で安定した場所で使用してください。
●用途以外で使用しないでください。
●部品が外れたままで使用しないでください。
●つまみ・ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ホコリや静電気、
　油煙の多い場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水などの液体で濡らさないでください。
　また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの揮発性有機溶剤
が含まれているものは使用しないでください。

●本製品の破損、またはその使用によって生じた事故や直接、
　間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。あらかじめご了
承ください。

調整後はボルトをしっかりと
締め付けてください。

角度や高さ調節は機器が落下しないように、必ず機器を
取外した状態で行ってください。
調節後はつまみやボルトはしっかりと締めて固定してく
ださい。

溝

しまるしまるゆるむゆるむ

接続部の動きが固すぎたり、
ゆるすぎたりする場合は、
六角レンチでボルトを調整します。

接続部

ボルト

※高さ調節は
　伸縮アームを
　引き上げて
　行います。

＋158mm

～

0mm
締める

上下左右角度
調節可能

緩める

タブレットスタンドの動きが軽い、重い場合は
固定ツマミを回して調節します。

⑶ケーブルをケーブルホルダーの切れ込みに挟みます。⑵ケーブルをタブレットスタンドの
　穴に通して機器に接続します。

ケーブル

切れ込み①タブレット
　スタンド

穴

ケーブル

ケーブル

穴

ケーブル
ホルダー

【②ベース底面】

ケーブルは
ベース底面の
溝に沿わせて
後ろに流します。

⑴機器に接続するケーブルをベースの穴に
　下側から通します。

固定ツマミ


